
［ 市報 かすが ］　平成30年7月1日号

P02　考えよう ケータイ・スマホ利用のルール
P04　部落差別をなくすために
P06　罪を繰り返させない スマホの利用5カ条を考えた

春日中生徒会役員（詳しくはP02へ）
P07　市からのお知らせ
P15　トピックス
P16　情報ひろば

2018

vol.1120

17



考
え
よ
う 

ケ
ー
タ
イ・ス
マ
ホ
利
用
の
ル
ー
ル

　
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
自
分
専
用
の
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
持
ち
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
入
手

し
た
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
）に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
知
り
合
っ
た
り
す

る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　
大
変
便
利
で
あ
る
一
方
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

▼
す
ぐ
に
返
信
し
な
い
と
仲
間
外
れ
に
な
る

と
い
う
不
安
な
ど
か
ら
、常
に
ス
マ
ホ
を

気
に
し
、食
事
中
や
寝
る
と
き
も
手
放
せ

な
い

▼
友
だ
ち
同
士
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
ト
ラ
ブ
ル
か

ら
、学
校
で
の
い
じ
め
に
発
展

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人
に
言
葉
巧
み
に

お
だ
て
ら
れ
た
り
、脅
さ
れ
た
り
し
て
、裸

の
画
像
を
送
信
し
た
と
こ
ろ
拡
散

▼
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
に
住
所
な
ど
を
教

え
て
し
ま
い
、つ
き
ま
と
い
の
被
害

　　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
を
持
つ
こ

と
が
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
も
そ

も
本
当
に
必
要
な
の
か
、何
の
た
め
に
使
う

の
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
用
に
当
た
っ
て
は
、注
意
事
項
や
危
険

性
も
伝
え
、使
用
の
ル
ー
ル
を
子
ど
も
と
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、日
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、子
ど
も
が
普
段
と
変

わ
っ
た
様
子
は
な
い
か
、困
っ
た
様
子
は
な

い
か
、い
ち
早
く
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

7
月
は「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

7
月
は「
青
少
年
の
非
行・被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」

問
い
合
わ
せ
先
　

地
域
教
育
課
こ
ど
も
共
育
担
当

☎（
５
５
８
）１
２
７
０
　

F（
５
８
４
）１
１
５
３大知幸平さん

S
N
S
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

急
増
し
て
い
ま
す

春
日
警
察
署
少
年
補
導
員

非
行
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

保
護
者
の
見
守
り
が
大
切
で
す

身
近
に
潜
む
危
険

おお ち こうへい

上村淳仁さん
春日中生徒会長
（3年生）

春日中マナー向上委員長
（3年生）

うえむらあつひと

春
日
中
ス
マ
ホ
の
利
用
　
５
カ
条

　「
少
年
補
導
員
」は
、警
察
署
の
委
嘱
を
受

け
、青
少
年
の
非
行
防
止
推
進
の
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
少
年
補
導
員
が
行
う「
補
導
」と
は
、捕
ま

え
る
こ
と
で
は
な
く
、「
補
い・導
く
」活
動
で

す
。街
頭
補
導
や
相
談
活
動
を
通
し
て
、問
題

を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
早
期
発
見
、早
期

対
応
を
行
い
、非
行・不
良
行
為
に
な
ら
な
い

よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

   

活
動
内
容

▼
街
頭
補
導

　
公
園
や
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
、市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を

定
期
的
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。ま
た
、小
学
校
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

▼
相
談
活
動

　
子
ど
も
た
ち
本
人
の
悩
み
や
、子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い
て
、電
話
や
面

接
な
ど
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
活
動

　
自
転
車
の
無
灯
火
運
転
を
防
止
す
る
た
め

に
、声
か
け
な
ど
を
行
い
、地
域
全
体
の
安
全

に
も
目
を
配
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、小
中
学
校

の
運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
に
も
積
極
的
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

―

き
っ
か
け
は
。

大
知
　
昨
年
、学
校
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、ス
マ
ホ
の
所
持
率
は
１・
２
年

生
が
８
割
、３
年
生
が
９
割
。３
年
生
は
、１

日
当
た
り
の
利
用
が
３
時
間
を
超
え
る
生

徒
が
４
割
、家
庭
で
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い

な
い
生
徒
も
４
割
い
ま
し
た
。

上
村
　
そ
こ
で
、今
年
４
月
に
生
徒
会
独
自

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、ス
マ
ホ
の
利
用

に
お
け
る
問
題
点
を
調
査
し
ま
し
た
。

―

ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
か
。

大
知
　
友
だ
ち
と
の
ラ
イ
ン
や
動
画
視
聴

で
、つ
い
つ
い
利
用
時
間
が
長
時
間
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

上
村
　
人
間
関
係
で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

人
も
い
る
よ
う
で
す
。

大
知
　
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
は
自
分
た
ち

で
作
る
べ
き
と
考
え
、生
徒
会
が
中
心
と
な

っ
て
、「
春
日
中
ス
マ
ホ
の
利
用
５
カ
条
」を

作
成
し
ま
し
た
。

―

今
後
の
取
り
組
み
は
。

上
村
　
こ
の
５
カ
条
を
、教
室
に
掲
示
し
た

り
校
内
放
送
で
呼
び
か
け
た
り
し
な
が
ら
、

全
校
生
徒
に
普
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

生徒たちが
考えた

①スマートフォン
　10時就寝  6時起床

⑤簡単に  スマホの情報
　信じるな

④メッセージ
　相手の身になり  再確認

③許可を取ろう
　写真や動画を  載せる前

②スマホ利用
　1日合計  1時間

　学
校
は
、も
う
す
ぐ
夏
休
み
を
迎
え
ま
す
。夏
休
み
に
は
、子
ど
も
た
ち
も
開
放
的
な

気
分
に
な
り
、軽
は
ず
み
な
行
動
を
し
が
ち
で
す
。

　特
に
近
年
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
に
関
わ
る
犯
罪
被
害
や
人
間
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　子
ど
も
た
ち
自
身
が
自
覚
す
る
こ
と
、大
人
が
配
慮
す
べ
き
こ
と
、親
子
で
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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中学校区 小学校区 氏　名 地区名 電話番号 少年指導員
（※）

春日

春日 林
はやし

𠩤
ばら

　雅
まさひろ

弘 小倉 090（5747）7963

須玖 高
たかはし

橋　道
みち

夫
お 須玖南 （575）5085

須玖 千
ち ぢ

々岩
いわ

　清
きよひで

英 弥生 （586）1953

須玖 白
しらいし

石　重
しげあき

昭 弥生 090（9797）2745

春日東

春日東 平
ひらしま

島　哲
てつ

二
じ 千歳町 （581）6589

春日東 山
やま

田
だ

　嘉
よしあき

昭 若葉台東 （571）7189

春日東 五
い そ

十棲
ずみ

  たけ彦
ひこ 若葉台西 （584）1545

春日東 平
ひらはた

畑　稔
みのる 宝町 （501）5592

大谷 税
さい

田
た

　直
なおゆき

之 小倉東 （581）7815

春日西

春日西 園
その

田
だ

　正
まさきみ

公 上白水 （502）1329 〇

春日西 本
もとやま

山　好
よしみ 泉 （581）9595

白水 杉
すぎうら

浦　しのぶ 白水ヶ丘 （592）3369

白水 藤
ふじ

井
い

　隆
たか

夫
お 白水ヶ丘 （501）4779 〇

春日南

春日南 三
み

山
やま

　茂
しげる 惣利 （595）0507

春日南 田
た

中
なか

　直
なお

樹
き 塚原台 （595）1348

春日南 三
み

好
よし

　末
すえとし

敏 下白水 090（8917）8214

天神山 高
たかまつ

松　勝
かつ

也
や 松ヶ丘 （595）5517

天神山 右
みぎ

田
た

　学
まなぶ 白水池 090（2211）8227

春日野
春日原 城

き ど

戸　寛
ゆたか 春日原南 （574）3516

春日野 恒
つねよし

吉　健
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一 春日公園 （593）2905 〇
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春日北 伊
い

藤
とう

　敏
としあき
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春日北 田
た

中
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　寛
ひろはる
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尻　清
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日の出 境
さかい

　勝
かつゆき

幸 サン・ビオ （585）2663

平成30年度春日市少年補導員の会　会員名簿（敬称略）

※少年指導員は、特に有害な風俗環境から青少年を守る活動を行っています。
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同
和
問
題
は
、決
し
て「
過
去
の
こ
と
」で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
結
婚
や
就
職
の
際
に
、住
民
票
の
不
正
取

得
に
よ
る
身
元
調
査
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
差

別
事
象
が
起
こ
り
続
け
て
い
ま
す
。今
も
な

お
、部
落
差
別
は
存
在
し
、そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
悪
質
な
中
傷
が
書
き
込
ま
れ
る

事
案
も
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
部
落
差
別
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
で

あ
り
、こ
れ
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
は
、私
た

ち
一
人
一
人
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
す
。

　●
人
権
パ
ネ
ル
展（
わ
た
し
た
ち
の
人
権
と

　責
任
〜
今
こ
そ
人
権
に
向
き
合
う
〜
）

　日
程
　
６
月
30
日
㈯
〜
７
月
31
日
㈫
（
月

　
　
曜
日
を
除
く
）

　時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　場
所
　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
新
館
ふ

　
　
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
街
頭
啓
発
　

　
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
物
品
を
配
布
し

ま
す
。

　日
時
　

　
▼
７
月
４
日
㈬
　
午
前
11
時
〜
正
午
、
午

後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
▼
７
月
９
日
㈪
　
午
後
５
時
30
分
〜
６
時

30
分
（
西
鉄
春
日
原
駅
は
午
後
５
時
15

分
〜
６
時
15
分
）

　場
所
　
西
鉄
春
日
原
駅
、
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
、

　
　
市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

●
講
演
会

　
　
要
約
筆
記
、手
話
通
訳
、託
児（
無
料
、要

事
前
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

　日
時
　
７
月
21
日
㈯

　
　
午
後
１
時
30
分
〜（
開
場：午
後
０
時
30

分
）

　場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
ア
リ
ー
ナ
棟

　
大
ホ
ー
ル（
原
町
３
–
１
–
７
）

　内
容

　
▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ「
手
拍
子
の
花
束
〜
み

ん
な
で
ボ
デ
ィ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

　
▼
講
演

　
　演
題
　
部
落
問
題
と
向
き
合
う
私
た
ち

　
　
〜
結
婚
差
別
を
乗
り
越
え
て
〜

　
　
講
師
　
石
井
眞
澄
さ

ん
・
石
井
千
晶
さ

ん

　問
い
合
わ
せ
先
　
県
人

権
啓
発
情
報
セ
ン
タ

ー

　
☎（
５
８
４
）１
２
７
１

　F（
５
８
４
）１
２
７
３

部
落
差
別
を
な
く
す
た
め
に

※これは実際にあった出来事をもとにしたものです。被災地にボランティアに行っ
て力になりたいが、同和地区には行きたくない。

　人助けをしたいという善意があっても、このような差別意識を持っている人もい
ます。

『ボランティアに行きたいけど・・・』私たち１人１人にできること

知る

考える行動する

平成28年12月に
「部落差別解消推進法」

が施行されました

今
も
な
く
な
ら
な
い
差
別

知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

▼差別を受けている人の気持ちを考える

▼どうしたら差別がなくなるかを考える

▼正しい知識のもとに「自分はどうする
べきか、どうあるべきか」を考える

▼偏見や思い込みをなくし、絶対に
差別をしない、させない

▼家族や友人と差別解消のためにで
きることを話し合う

▼差別をなくす取り組みに参加する

▼今も差別によって傷つき、苦しんで
いる人がいることを知る

▼講演会や研修会に参加して、正し
い知識を身に付ける

７
月
は「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

７
月
は「
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」

　「同
和
問
題
」は
、本
人
や
家
族
の
出
身
地
や
住
ん
で
い
る
場
所
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
、経
済
的
に
も

精
神
的
に
も
厳
し
い
生
活
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
、日
本
特
有
の
重
大
な
人
権
問
題
で
す
。

災害ボランティアセンター

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き
た
い
け
ど
、

同
和
地
区
に
は

行
き
た
く
な
い
ん
で
す

災害発生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
き
た
い
け
ど
、被
災
地
の

中
に
同
和
地
区
は

あ
り
ま
す
か
？

な
ぜ
で
す
か
？

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な

こ
と
を
言
わ
れ
る
の
で
す
か
？

そ
れ
は
部
落
差
別
で
す

場
所
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

困
っ
て
い
る
人
に

力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
！！

・・・

災害ボランティアセンター

災害ボランティアセンター

は
い
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
す

問い合わせ先　
人権市民相談課
人権男女共同参画担当
☎（５８４）１２０１　
F（５８４）１１８１

差別のない
世の中

い
し 

い  

ま 

す
み

い
し 

い  

ち 

あ
き

１

２

３

４
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罪
を
繰
り
返
さ
せ
な
い

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」

筑紫保護区保護司会
春日支部保護司（敬称略）

　
立
ち
直
り
を
支
え
る
た
め
に
は
、一
部

の
人
だ
け
で
な
く
、地
域
の
全
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。　

　
罪
を
犯
し
た
り
非
行
に
走
っ
た
り
し
た

人
が
、社
会
で
更
生
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
助
け
を
し
て
い

る
の
が
保
護
司
で
す
。再
犯
を
防
ぎ
、非
行

を
な
く
し
、こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
助
け
る
と
と
も
に
、地
域
の
犯
罪・非

行
の
予
防
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。市
で
は
現
在
、21
人
の
保
護
司
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」は
、保
護

司
が
力
を
入
れ
て
い
る
啓
発
活
動
の
一
つ

で
す
。全
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
、罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の

な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。　

地　区 氏　名

須玖北 長
なが

野
の

  義
よし

雄
お

日の出町 原
はら

  幸
ゆき

雄
お

日の出町 段
だん

  裕
ひろあき

明

須玖南 松
まつ

尾
お

  秀
ひでのり

則

弥生 木
き

本
もと

  美
み か

香

小倉 内
うち

野
の

  明
あきひろ

浩

昇町 小
お

副
そえ

川
がわ

  千
ち

秋
あき

大和町 金
かなどう

堂  実
みのる

ちくし台 竹
たけなか

中  力
ちから

宝町 森
もり

  二
ふ み お

三夫

春日 白
しろうず

水  繁
しげのり

則

上白水 勝
かつ

野
の

  幸
ゆきまさ

正

白水ヶ丘 岩
いわもと

元  忍
のぶただ

忠

上白水 金
かなどう

堂  雅
まさふみ

文

下白水北 柴
しば

田
た

  俊
しゅん

太
た

郎
ろう

下白水北 松
まつもと

本  孝
たかあき

明

下白水南 白
しらやま

山  義
よしあき

章

天神山 藤
ふじ

井
い

  卓
たかし

松ヶ丘 片
かた

野
の

  明
あき

子
こ

松ヶ丘 内
ないとう

藤  徹
とおる

塚原台 米
よね

田
だ

  勝
かつまさ

正

　
犯
罪
や
非
行
を
な
く
す
た
め
に
は
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
、
過
ち
を
犯
し
た
人

を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　
し
か
し
、
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
や
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と
も
ま
た
大
切
で
す
。

　
「
自
分
が
さ
れ
て
嫌
な
こ
と
は
人
に
し
な
さ

ん
な
よ
」。最
初
の
面
談
で
私
が
必
ず
掛
け
る

言
葉
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
保
護
司
を
務
め
て
10

年
に
な
り
ま
す
。消
防
署
勤
務
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、こ
れ
ま
で
数
々
の
現
場
に
遭
遇
し
ま
し

た
。そ
の
中
で
更
生
を
手
助
け
で
き
れ
ば
救
え

る
命
が
あ
る
の
で
は
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生

え
、保
護
司
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

最
初
の
研
修
で
聞
い
た「
非
行
少
年
は
不

幸
少
年
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。（
保
護
観
察
の
）対
象
者
と
は
、月
に
２
回

ほ
ど
面
談
を
し
ま
す
が
、い
つ
も
親
身
に
話
を

聞
き
、味
方
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、自
分
な
り
の
や
り
方
で
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
68
回「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」推
進
大
会（
入
場
無
料
）

日
時　
７
月
14
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
１
階
サ
ン
ホ
ー
ル

内
容　

▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：
春
日
西
中
学
校

（
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
）、春
日
東
中

学
校（
笑
顔
を
広
げ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

部
活
動
報
告
）

▼
市
内
小
学
校
代
表
作
文
発
表（
春
日

東
、春
日
原
、春
日
西
、春
日
野
）

▼
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
抽
選
会

　

立
ち
直
り
を
支
え
る

▲昨年のアトラクション

更生ペンギンの
ホゴちゃん、サラちゃん

筑紫保護区保護司会
春日支部長

金
か な ど う

堂雅
ま さ ふ み

文さん

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民
相
談
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１
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問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

ペンキの流出事故発生
ごみ出しルールを守ってください

　5月に収集された「びん・カン」ごみの中に中身が
入ったペンキ缶が混入しており、春日大野城リサイ
クルプラザの選別ベルトコンベア上でペンキが流出
するという事故が発生しました。
　この事故により、ペンキを拭き取ったり、ペンキ
によって汚れたびん・カンを取り除いたりして、ラ
イン全体を停止することとなり、ごみ処理作業の大
きな妨げとなりました。
　このような事故を防ぐため、ペンキ缶は、中身を

空にした状態で、「びん・カン」ではなく、「陶器・金
属類」で出してください。
　使い切れなかった中身は、古布や新聞紙に吸い込
ませ、乾燥させてから燃えるごみで処理してくださ
い。

　福岡都市圏消防共同指令センターは、耳や声に
障がいのある人を対象に、ファックスやEメール
による119番通報サービスを行っています。
対象　次の全てを満たす人

▽市内に居住している

▽耳や声に障がいがあり、身体障害者手帳の交付
を受けている

▽電話による119番通報が困難
利用方法

▽ファックス119番通報（申し込み不要）
　「119」をダイヤルして、ファックスを送信する　

▽Eメール119番通報（要申し込み）
　携帯電話やパソコンからEメールを利用して119

番通報する
※申込方法など、詳しくは春日・大野城・那珂

川消防本部のウェブサイト（http://fukuoka.
kon119.or.jp/）を見てください。

問い合わせ先  

▽春日・大野城・那珂川消防本部警防課救急情報係
☎️（584）1190　F（584）1240
　 keibou@kon119.or.jp

▽福祉支援課障がい担当
☎️（584）1127　F（584）1154
　 fukushi@city.kasuga.fukuoka.jp

耳や声に障がいがある人対象
119番通報サービス

　大麻、覚せい剤、危険ドラッグなどの薬物乱用
が、青少年へも広がっています。
　薬物は青少年の心と体を破壊します。薬物の特
に恐ろしい点は、たった1回使用しただけでも、
自分の意思ではやめられなくなる「依存症」に陥る
可能性があることです。たとえ興味本位であって
も、取り返しのつかないことになります。
　子どもたちに薬物乱用の危険性を伝え、薬物に
関する次の態度を徹底してください。

▽決して近づかない

▽持たない

▽もらわない

▽買わない

▽使わない

問い合わせ先  地域教育課こども共育担当
☎️（558）1270　F（584）1153

青少年の薬物乱用を防ぎましょう
STOP the 薬物！

「STOP the薬物！」関連SNS

▲公式フェイスブック
　QRコード

▲公式ツイッター
　QRコード
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問い合わせ先  

▽南福岡年金事務所
☎️（552）6128　F（541）7649

▽市民課年金担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

平成30年度国民年金保険料
免除、納付猶予の受付開始

　経済的理由などで、国民年金保険料の支払いが困
難な場合、申請して認められると保険料の納付を免
除または猶予される制度があります。
　免除や猶予を受けた期間は、年金の受給資格期間
に算入される他、けがや病気で障がいや死亡といっ
た不慮の事態が発生した場合、「障害年金」や「遺族年
金」の受給資格要件の対象期間にも算入されます。
　6月まで免除や猶予を受けていた人で、引き続き制
度の適用を希望する人は、7月以降、早めに手続きを
してください。ただし、前年度の免除・納付猶予申
請承認通知書（決定通知書）に「継続審査申出受付済」
と記載されている場合は、新たな申請は不要です。
　また、免除を受けていない人の新規の申請も随時
受け付けています。

平成30年度分の免除または猶予の期間　7月〜平成　
31年6月（学生納付特例については、4月〜平成31年3月）

※過去の期間については、申請書が受理された月か

ら2年1カ月前まで申請が可能です（納付済の月を除
く）。

申請に必要なもの

▽マイナンバーか基礎年金番号が分かるもの
　※マイナンバー通知カードの場合は、本人確認書

類も必要です。運転免許証など官公署が発行し
た顔写真付きのものを持参してください。顔写
真付きの本人確認書類がない場合は、健康保険証
や年金手帳などの本人確認書類が2点必要です。

▽印鑑、委任状（本人が手続きする場合は不要）

▽学生証か在学証明書の原本（学生のみ）
※失業を理由として申請する場合は、雇用保険被保険

者離職票や雇用保険受給資格者証などが必要です。
免除・猶予の内容など　下表のとおり
○保険料の追納
　　免除や納付猶予の承認を受けた期間がある場合、

保険料を全額納付したときに比べ、将来受け取る
年金額が少なくなります。このため、免除・納付
猶予・学生納付特例の承認期間は、10年以内であ
れば保険料を後から納付（追納）することができま
す。ただし、承認を受けた年度の翌々年度を過ぎ
て追納する場合は、当時の保険料に加算金が付き
ます。追納を希望する場合は、年金事務所に問い
合わせてください。

国民年金保険料免除・猶予一覧（平成30年度）

免除・猶予
の名称

平成３０年度
保険料

（定額16,340円）

免除・猶予期間
の年金受給額

所得審査

所得基準 審査対象

全額免除 0円 全額納付した
場合の1/2

審査対象者それぞれの前年所得
57万円＋扶養親族の数×35万円以下

【目安】　
・4人世帯（夫婦と子2人など）の場合、162万円以下
・2人世帯（夫婦など）の場合、92万円以下
・単身世帯の場合、57万円以下

本人
配偶者
世帯主

4分の3免除 4,090円 全額納付した
場合の5/8

審査対象者それぞれの前年所得
78万円＋扶養親族の数×38万円＋各種控除額な
ど以下

半額免除 8,170円 全額納付した
場合の3/4

審査対象者それぞれの前年所得
118万円＋扶養親族の数×38万円＋各種控除額
など以下

4分の1免除 12,260円 全額納付した
場合の7/8

審査対象者それぞれの前年所得
158万円＋扶養親族の数×38万円＋各種控除額
など以下

納付猶予
（50歳未満が対象） 0円 年金額として

計算されない
全額免除と同じ基準 本人

配偶者
学生納付特例 0円 半額免除と同じ基準 本人

※４分の３・半額・４分の１免除では、免除された保険料（表のとおり）を納めなければ未納と同じ扱いになります。

08市報かすが ｜ 平成30年7月1日



問い合わせ先  国保医療課医療担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

後期高齢者医療
被保険者証などの更新、手続き

　8月1日㈬から使用できる新しい被保険者証（うす
緑色）を、7月下旬に簡易書留で郵送します。有効期
限は平成31年7月31日㈬までの1年間です。ただし、
保険料の滞納がある場合は、通常より短い有効期限
の被保険者証を窓口で交付することがあります。
※不在などで受け取りができない人や、7月31日㈫ま

でに新しい被保険者証（うす緑色）が届かない場合は、
問い合わせてください。

自己負担割合
　医療機関で受診する際の医療費の自己負担割合は、
1割か3割です。毎年、前年中の所得を基に、8月か
ら翌年7月までの1年間の自己負担割合の判定を行い
ます。
　3割の人でも、窓口で申請することで自己負担割合
が１割となる場合があります。
高額療養費制度改正について
　高額療養費制度の見直しに伴い、8月から負担割合
3割の負担区分が、現役並みⅠ・Ⅱ・Ⅲの3つに細分
化されます。

　負担区分が現役並みⅠ・Ⅱに該当する被保険者の
人は、新たに限度額適用認定証の交付を受けること
ができます。

　入院などで窓口負担額が高額になる際、医療機関
窓口で提示することで、自己負担を限度額で抑える
ことができます。申請手続きが必要です。
限度額適用・標準負担額減額認定証
　この認定証は、世帯全員の市町村民税が非課税で
ある人が対象です。医療機関窓口で提示することで、
医療費の自己負担は限度額までとなり、入院時の食
費・居住費の負担額も減額されます。
　8月から引き続き対象になる人は、新しい認定証を
7月下旬に送付します。
　新たに減額認定証の交付を希望する人は、申請手
続きが必要です。
申請に必要なもの　被保険者証、印鑑
※収入額を証明するもの（非課税証明など）や、入院期

間が確認できるもの（領収書など）が必要になる場合
があります。

保険料額の決定

▽均等割額　5万6085円

▽所得割率　10.83％

▽最高限度額　62万円
　平成29年中の所得金額と世帯の状況を基に計算し
た「平成30年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」
を、７月中旬に送付します。
　保険料は県内どの地域でも同じ基準で算定されま
す。
　また、世帯の所得などに応じた軽減措置がとられ
ています。
　災害や失業などで保険料の納付が困難となった場
合は、保険料が減免できる場合がありますので、相
談してください。

納付方法の変更
　納付方法が特別徴収（年金からの差し引き）の場合、
申請することで、口座振替に変更できます。希望す
る人は、7月31日までに申請すると、10月支給分の
年金からの差し引きを中止し、口座振替による支払
いへ変更します。
※後期高齢者医療保険料は、所得税と住民税の申告の

際に社会保険料控除の対象となります。特別徴収か
ら口座振替に変更した場合、社会保険料控除は、口
座振替で支払った人に適用されますので、世帯全体
の所得税と住民税の負担額が変わることがあります。

平成30年7月まで
自己負担割合 負担区分 要件

3割 現役並み
所得者

同一世帯の被保険者
の誰かの市町村民税
課税所得が145万円
以上の人

平成30年8月から
自己負担割合 負担区分 要件

3割

現役並みⅢ 課税所得が690万円
以上の被保険者

現役並みⅡ 課税所得が380万円
以上の被保険者

現役並みⅠ 課税所得が145万円
以上の被保険者
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　現在医療証を持っている人は、市が受給資格を
審査し、認定基準を満たす場合は、9月下旬頃に
医療証を送付します。
　ただし、受給者本人、配偶者および扶養義務者
の所得の確認ができない場合や、受給者本人が市
外に住んでいる場合などは、書類の提出が必要に
なりますので、7月に、市から必要書類の案内を
送付します。また、所得制限を超えているなどの
理由で認定基準を満たさない場合は、その旨の通
知を送ります。

▽ 提出しない場合は、10月1日で受給資格がなく
なりますので注意してください。

▽手元にある医療証の有効期間終了日までに医療
証または通知が届かない場合は、問い合わせて
ください。

▽重度障害者医療の新規申請は、随時受け付けて
います。

申請・問い合わせ先  国保医療課医療担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

重度障害者医療受給
資格の更新

申請・問い合わせ先  国保医療課医療担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

確認してください
こども医療受給資格更新手続き

　現在医療証を持っている人は、市が受給資格を審
査し、認定基準を満たす場合は、9月下旬に医療証を
送付します。
　所得制限を超えているなどの理由で認定基準を満
たさない場合は、通知を送ります。
　市で保護者の所得確認ができない人や、受給者や
保護者が市外に住んでいる人には、案内を送付しま
すので、手続きをしてください。
　平成29年度所得制限のため、現在受給資格がない

人でも、平成30年度（平成29年中）の所得額と扶養人
数によっては10月以降、受給の対象となる場合があ
ります。この場合は、対象となる人に申請案内を送
付していますので、確認してください。

医療証の送付時期

▽ 3歳以上の子ども：9月下旬　

▽3歳未満の子ども：3歳になる月（1日生まれの子ども
は3歳になる前月）の下旬

※手元にある医療証の有効期間終了日までに医療証ま
たは通知が届かない場合は、問い合わせてください。

■ こども医療費支給制度　所得制限限度額表
扶養親族などの数 0人 1人 2人 3人 4人
所得制限限度額 622.0万円 660.0万円 698.0万円 736.0万円 774.0万円
収入額の目安 833.3万円 875.6万円 917.8万円 960.0万円 1002.1万円

※扶養親族などの数が１人以上の場合の所得制限限度額は、622万円に1人につき38万円（扶養親族などが老人控除対象配偶者ま
たは老人扶養親族であるときは44万円）を加算した額になります。

※「収入額の目安」は、所得額に対しての給与収入のおおよその目安であり、実際に適用されるのは「所得額」です。

　来年4月に小学校に入学する子どもの身体面や
知的面、情緒面で就学に不安のある保護者を対象
に、個別相談を行います。
　特別支援学校への入学、特別支援学級や通級指
導教室の利用を検討している人は、ぜひ参加して
ください。
　また、具体的な進路が決まっていなくても、小
学校入学に少しでも不安がある人は参加してくだ
さい。

日時　7月17日㈫〜8月10日㈮
　午前10時〜午後３時
※相談時間は、30分から1時間程度です。
場所　市役所4階402会議室
申込方法　電話で予約する

申込・問い合わせ先  学校教育課学校教育担当
申込電話番号　☎️（584）1129
☎️（584）1111㈹　F（584）1153

子どもの就学に不安のある保護者対象
個別就学相談会（無料）
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申請・問い合わせ先  市民課受付戸籍担当（〒816-8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

8月1日から事前登録型本人通知制度開始
不正請求の抑止に期待

　住民票などの不正請求の早期発見や抑止のため、8
月1日から、事前登録型本人通知制度を実施します。
　この制度は、住民票などを代理人や第三者に交付
した場合に、本人に交付の事実を通知する制度です。
　利用するには、事前に登録が必要です。
　これは、第三者からの住民票などの請求があった
場合に、交付を拒否する制度ではありません。

対象　市に住民登録または本籍がある人（過去に登録
などがあった人を含む）

通知の対象となる証明書　住民票の写し（除票を含
む）、住民票記載事項証明書、戸籍全部・一部事項
証明書（戸籍謄抄本、除籍・改製原戸籍を含む）、戸
籍の附票、戸籍記載事項証明書

通知する内容　交付年月日、証明書の種類と通数、交
付請求者の種別（代理人か第三者）

通知する期間　登録日の翌日から3年目の12月31日ま
で

必要書類　本人通知制度登録申請書、本人確認書類
（マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証など）

※代理人による申請の場合は、別途必要な書類があり
ます。

※申請書は、窓口または市ウェブサイトから入手できま
す。

申請方法　７月２日㈪以降に、必要書類を窓口に直接
提出するか、郵送する

※西出張所（いきいきプラザ）では受け付けできませ
ん。

※制度開始は８月１日㈬です。

市役所

①事前の登録
②第三者が
　戸籍等を請求

③戸籍等の交付④交付した
　ことを通知

登録者 第三者

問い合わせ先  国保医療課国保担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

助成します
はり・きゅう費

　市の国民健康保険に加入している人は、申請をす
ると市国民健康保険はり・きゅう受療証の交付を受
けることができます。
　有効期限は原則毎年6月末日ですが、75歳になる
人は75歳の誕生日の前日までです。

助成の対象になる施術　1つの疾病に限り、1日1回ま
で、１カ月に10回までの施術

本人負担額

▽ 1術（「はり」または「きゅう」）　640円

▽2術（「はり」および「きゅう」）　760円
※市が指定した施術所でのみ、受療証が使用できます。
※受療の際は、受療証と国民健康保険被保険者証を必

ず持参してください。
※助成の対象となる施術以外の施術を受ける場合は、

別料金となります。受療の際は、施術の内容や料金

を施術所に確認してください。
※後期高齢者にも同様の制度（有効期限は毎年3月末

日）がありますので、必要な場合は申請してください。
申請に必要なもの
○市国民健康保険被保険者証（後期高齢者は、後期高

齢者医療被保険者証）
○届け出る人の本人確認書類
　 ▽1点で良いもの
　　官公署が発行した顔写真付の本人確認ができる証

明書（運転免許証など）
　 ▽2点必要なもの
　　公的機関が発行した書

類など
○委任状（別世帯の人が申

請する場合）
○印鑑 見本
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申込・問い合わせ先  市市民祭り振興会（伯玄町2ｰ24・市商工会館2F）
☎️（517）4613　F（516）9923

第42回春日奴国あんどん祭り
出演者、出店団体を募集します

祭り開催日　10月13日㈯、14日㈰
場所　県営春日公園（原町3−1−4）
○市民芸能ステージ出演者募集
　対象　次のいずれかに該当し、出演者会議に必ず出

席できる人
　 ▽市内に居住または勤務している人
　 ▽出演演目について市内で活動している人
　日程　10月14日㈰
　参加費　無料
　※早着替えはできません。
　※出演は１人１回に限ります。
　※出演料の支払いはありません。
　申込方法　７月31日㈫までに、応募用紙を提出する
○市民売店出店団体募集
　対象　次の条件を満たす団体

　 ▽市内で活動している市民団体（未成年のみで構成
する団体は不可）

　 ▽販売品が食品・飲料であること（物品は不可）

　 ▽露店業を生業としている団体や商工会会員ではない
　※個人での出店はできません。
　日程　10月13日㈯・14日㈰（１日のみの出店も可）
　時間　午前10時〜午後８時　 
　出店料　１日につき7,500円
　定数　10店舗（申込先着順）
　申込方法　７月31日㈫までに、出店料を添えて応募

用紙を提出する
　応募用紙設置場所　市商工会、地域づくり課（市役

所４階）、ふれあい文化センター、いきいきプラ
ザ、市民祭り振興会ウェブサイト（http://www.
andonmatsuri.com/）

応募・問い合わせ先  地域教育課社会教育・読書推進担当
（〒816ｰ0831大谷6ｰ24ふれあい文化センター旧館1階）

☎️（575）4121　F（593）7380

テーマ「感じるまま、思うまま、自由に描こう」
第27回春日市弥生の里児童画大賞展作品募集

　「感じるまま、思うまま、自由に描こう」のテーマで
作品を募集します。描きたいものを、生き生きと自
分らしく自由に描いてください。

対象　県内に居住する小学生
応募期間　８月１日㈬〜10月15日㈪
規格　四つ切画用紙（38cm×54cm）に限る（画材自

由）
応募方法　応募要項の応募個票Ｂに必要事項を記入し

て作品の裏面右下に貼付し、送付票Ａを添えて窓口
に持参または郵送する（窓口受付：平日の午前９時〜
午後５時）

※応募要項、送付票Ａ・応募個票Ｂは、市ウェブサイト
から入手できます。

その他

▽入賞者47人には、平成31年2月2日㈯に、ふれあい
文化センターサンホールで賞状と副賞を贈呈します。

▽入選・入賞作品約250点は、平成31年１月31日㈭〜
２月13日㈬に、ふれあい文化センターギャラリーに
展示します。

▲昨年度の大賞作品
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申込・問い合わせ先  地域教育課社会教育・読書推進担当
☎️（575）4121　F（593）7380
　 syakai@city.kasuga.fukuoka.jp
　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/kosodate/social/seijinshiki.html

募集します
平成31年春日市成人式実行委員

　自由なアイデアで、思い出に残る成人式を一緒に
作ってみませんか。
対象　新成人または20歳前後の人
活動内容　成人式の記念品やアトラクションの企画、

式典の運営など
※月1、2回程度、話し合いを行います。第1回目は8

月上旬の予定です。
申込方法　電話、ファックス、Ｅメールのいずれかで氏

名、年齢、電話番号、メールアドレスを伝える

○平成31年春日市成人式
　日時　平成31年１月14日㈪（成人の日）
　　午前10時〜正午
　場所　ふれあい文化センター新館1階スプリング

ホール

問い合わせ先  環境課ごみ減量担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1147

広げようリユースの輪
子ども用品を集めます

　家庭で不用になった子ども用品を市が無料で回収
し、9月30日㈰に開催する環境フェアで、来場者の
皆さんに無料配布します。
　家庭で眠っている子ども用品を提供して、リユー
ス（再使用）の輪に参加してみませんか。

回収対象品

▽子ども服（140cm以下） 

▽ベビーソックス

▽帽子（対象年齢６歳ぐらいまで）

▽ベビーソファ（ポリウレタン製のもので丸洗いできる
ものに限る）

▽ベビーバス（プラスチック製のものに限る）
回収方法　対象品を種類ごとに袋詰めし、回収場所に

持ち込む
※子ども服（140cm以下）は、サイズごと（10cm単位）

に袋詰めし、袋の表面にサイズを明記してください。

回収期限　8月31日㈮
回収時間　午前10時〜午後３時
※毎週月曜日、毎月第３火曜日、祝日（祝日が月曜の場

合はその翌日も含む）は回収しません。
回収場所

▽毛勝児童センター
　☎（５８１）５６１４

▽白水児童センター
　☎（５９３）２７７７

▽須玖児童センター
　☎（５７３）２４３１

▽光町児童センター
　☎（５０１）７０１４
注意事項

▽市内の家庭からの提供に限ります。

▽対象品以外は回収できません。

▽きれいに洗い、状態の良いものを提供してください。

▽多くの品を一度に持ち込む場合は、事前に各児童セ
ンターに連絡してください。

▲平成30年成人式実行委員の皆さん
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問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当（〒816-8501春日市役所）
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

地域の交通安全活動に取り組もう
交通安全指導員を募集します

活動内容

▽ 毎月1、8、9、20日の午前7時30分〜8時30分に、
交差点などでの街頭指導や自転車指導を行う

　※当日が土日祝日の場合は、平日に実施します。

▽小学校交通安全教室への参加

▽その他交通安全イベントへの参加
対象　次の全てに該当する人

▽市内に居住する20歳以上65歳未満で、健康である

▽活動内容を理解し、他の指導員と協調することがで
きる

▽各活動におおむね従事できる
任用期間　平成31年３月31日まで（再任可）
報酬など

▽報酬　年額2万8,000円

▽費用弁償　日額1,000円
※活動に際し、制服を貸与します。
募集人数　4人程度
選考方法　面接
応募方法　7月2日㈪〜31日㈫（必着）に、交通安全指

導員選考申込書を窓口に直接提出するか、郵送する
※申込書は、安全安心課窓口か市ウェブサイトから入

手できます。

問い合わせ先  安全安心課防犯安全担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

7月10日〜19日
「夏の交通安全県民運動」を実施します

　交通ルールを守り、正しい交通マナーを身に付け
て交通事故防止の徹底を図るため、夏の交通安全県
民運動を実施します。

運動の重点項目
①子どもと高齢者の交通事故防止
　〜横断歩道マナーアップの推進〜
　 ▽横断歩道が近くにある場所では、横断歩道を渡る
　 ▽夕暮れ時や夜に外出するときは、運転者から見や

すいように、明るい色の服や反射材を着用する
　 ▽高齢の運転者は、運転能力に応じた安全運転を心

掛ける
②飲酒運転の撲滅
　 ▽飲酒運転は「絶対しない、させない、許さない」そ

して「見逃さない」ことを徹底する
　 ▽飲酒運転を見かけたら110番通報する
　 ▽飲酒の翌日でも、二日酔いなどでアルコールが残っ

ているときは絶対に運転しない

③自転車の安全利用の促進
　 ▽自転車は車道が原則、歩道は例外
　 ▽車道は左側を通行
　 ▽歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
　▷安全ルールを守る（夜間はライト点灯、2人乗り禁

止、飲酒運転禁止、並進禁止）
　▷ヘルメット着用

　市内で、自転車事故が増加しています。
　自転車は車両であることを認識し、交通ルールを
守って安全に通行してください。

春日市の交通事故発生件数
平成30年

（1月〜 4月）
前年同月
との比較

発生件数 245件 −5件

負傷者数 304人 −11人

自転車関連事故 52件 ＋6件

高齢者（65歳以上）関連事故 62件 −10件

飲酒運転関連事故 2件 ±0件
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自治体マーケティング広報フォーラム2018

市の広報事例を紹介
まさかの事態に備えて

市総合防災訓練
　５月23日、東京都港区で開催された「自治体マー
ケティング広報フォーラム」に市職員が登壇しまし
た。『シティプロモーションの「知」の集約の場』が
テーマの当フォーラムには、全国から180自治体の
職員が集まりました。
　市のブランドイメージ「みんなで春をつくろう」を
市民の皆さんと共につくった取り組みを中心に、広
報の事例を紹介しました。

　6月10日、春日北小学校で、市総合防災訓練が行
われ、春日北中学校区の自主防災組織を中心に、
884人もの人が参加しました。
　この日は、市内での大規模な地震発生を想定し、
自衛隊、消防署、警察署など多数の関係機関が一体
となって訓練を実施。参加者は、倒壊家屋からの救
出・救護訓練、避難所開設訓練など、まさかの事態
に備えてさまざまな訓練に取り組みました。

▲講演の模様▲倒壊家屋からの救出訓練

一致団結で頑張りました

春日市中学校体育祭、小学校運動会

　5月20日、6月2日・3日、晴天に恵まれ、市内の多く
の小・中学校で、運動会、体育祭が行われました。
　春日野中学校では、借り物競争やリレー、ブロック
歌コンクールなどで大いに盛り上がりました。　
　特に注目を浴びていたのは「ミスター・ミス春日
野」。これは、18kgの砂袋を頭上に持ち上げ、誰が一
番長く耐えられるかを競うものです。歯をくいしばっ
て重さに耐える生徒たちに、応援席から、ひときわ大
きな声援が上がっていました。
　白水小学校では、児童が赤、青、黄ブロックに分かれ
競い合いました。自分の体より大きい大玉を転がす競
技や、体全体で表現する演技、各ブロックの代表のリ
レーなど、これまでの練習の成果を発揮しました。競
技のときには、各ブロックの応援団が中心となり声を
掛け、一生懸命応援をしました。
 子どもたちの頑張っている姿に、保護者などから温か
い声援も上がっていました。

▲気合いを入れて砂袋を持ち上げる生徒

▲全身を使って表現した５、６年生の演技
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス
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７

月
25
日
㈬
に
当
選
者
の
み
に
連
絡

し
ま
す
。

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

材
料
費　
１
０
０
円

申
込
方
法　
７
月
４
日
㈬
〜
20
日
㈮

に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nakoku@
city.kasuga.fukuoka.

jp自
由
研
究
に
最
適

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
無
料
）

　
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ
た
実
験

や
、
英
語
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
５・６
年
生

日
時　
７
月
28
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

（
受
付
：
午
前
９
時
15
分
〜
）

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

内
容

▽
理
科
：
お
ど
ろ
き
！
化
学
実
験

▽
英
語
：
英
語
を
使
っ
て
お
互
い
の

こ
と
を
知
り
ま
し
ょ
う

▽
算
数
：
分
数
が
好
き
に
な
る
仕
組

み
を
見
つ
け
よ
う

定
員　
60
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
７
月
中
旬
ま
で
に
、
受
講
の
可
否

を
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　
７
月
10
日
㈫
ま
で
に
、

は
が
き
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
児
童
の
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
学
校
名
、
学
年
、
住

所
、
電
話
番
号（
当
日
の
緊
急
連

絡
用
）、
保
護
者
名
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
青
少
年
育

成
市
民
会
議（
〒
816
－
０
８
３
１

大
谷
６
－
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
２
）４
６
０
２（
F
兼
用
）

kasuga_asuka@
outlook.

com

初
め
て
の
人
も
大
歓
迎

子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る

一
日
卓
球
教
室

対
象　
小
学
生
以
上
で
、
市
に
居
住

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
人

日
時　
８
月
18
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時（
受
付
：
午
後

０
時
30
分
〜
）

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２

階
卓
球
場
１

参
加
費　
５
０
０
円

定
員　
30
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
４
日
㈯（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
卓
球

協
会　

遠え
ん
ど
う藤
裕ゆ

み

こ

見
子（
〒
816
－

０
８
２
４
小
倉
２
－
77
）

☎（
５
０
１
）４
７
２
１（
F
兼
用
）

ス
ポ
ー
ツ  Sports

イ
ベ
ン
ト  Event
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で
き
ま
す
。

対
象　
市
に
居
住
し
て
い
る
乳
幼
児

の
保
護
者

日
時　
７
月
23
日
㈪

　
午
前
10
時
〜
正
午

※
相
談
時
間
は
、
１
組
20
分
以
内
で

す
。

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
２
階
す
こ

や
か
ル
ー
ム

相
談
内
容

▽
管
理
栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食
・
食

事
な
ど
栄
養
に
関
す
る
相
談

▽
保
健
師
に
よ
る
成
長
発
達
、
予
防

接
種
、
生
活
全
般
な
ど
母
子
保
健

に
関
す
る
相
談

▽
助
産
師
に
よ
る
母
乳
相
談

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
７
月
２
日
㈪
〜
20
日
㈮

に
、
電
話
で
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
相
談
内
容
を
伝
え
る

※
身
長
・
体
重
の
測
定
の
み
の
場
合

は
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ト
ナ
ー
も
参
加
可
）

日
時　
７
月
30
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
和
室

内
容

▽
午
後
１
時
30
分
：
助
産
師
に
よ
る

話｢

赤
ち
ゃ
ん
用
品
を
揃
え
よ
う｣

　
※
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
行
う
の
で

動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ

さ
い
。

▽
午
後
２
時
30
分
：
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

▽
午
後
２
時
45
分
：
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

参
加
費　
１
０
０
円

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）　

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
７
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

に
、
電
話
か
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
出
産
予

定
日
・
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

乳
幼
児
の
育
児
に
関
す
る
悩
み

す
く
す
く
育
児
相
談（
無
料
）

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
身
長
・
体
重
の
測
定
も

定
日
が
お
お
む
ね
８
月
、
９
月
の

市
内
に
居
住
す
る
妊
婦
と
そ
の
夫

※
子
ど
も
連
れ
で
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。

日
時　
７
月
21
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
助
産
師
に
よ
る
話
、
育
児
体

験
参
加
費　
１
組
４
０
０
円

定
員　
20
組（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳

申
込
方
法　
７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

に
、
電
話
か
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
、
夫
婦
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

出
産
予
定
日
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支

援
課
母
子
保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
０
１
５

赤
ち
ゃ
ん
用
品
を
揃
え
よ
う

市
に
居
住
し
て
い
る
妊
婦
対
象

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
菓
子
を
用
意
し

て
待
っ
て
い
ま
す
。

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　
市
に
居
住
す
る
妊
婦（
パ
ー

動
を
通
し
て
、
腕
力
、
瞬
発
力
を
身

に
付
け
、
達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
ょ

う
。

日
程　
７
月
30
日
㈪
〜
８
月
１
日
㈬

（
３
日
間
）

時
間　
午
前
10
時
〜
11
時

場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
武

道
場
４

参
加
費　
３
２
０
０
円（
保
険
料
込
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
込
方
法　
７
月
２
日
㈪
の
午
前
10

時
以
降
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
く
よ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎（
５
８
１
）７
７
０
０（
午
前
10
時

以
降
）

F（
５
８
１
）７
９
１
６

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児

パ
パ
マ
マ
教
室

対
象　
妊
娠
経
過
が
順
調
で
出
産
予

夏
休
み
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
挑
戦

ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ウ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

対
象　
年
長
〜
中
学
生

日
程

▽
Ａ
コ
ー
ス

　
７
月
25
日
㈬
、
26
日
㈭（
全
２
回
）

▽
Ｂ
コ
ー
ス

　
８
月
１
日
㈬
、
２
日
㈭（
全
２
回
）

時
間　
午
後
４
時
〜
５
時
30
分

場
所　
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル（
福
岡
市

博
多
区
銀
天
町
３
－
５
－
15
）

定
員　
各
30
人（
申
込
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円（
各
コ
ー
ス
２

回
分
、
貸
靴
代
含
む
）

申
込
方
法　
前
日
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希
望
す
る
コ
ー
ス
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
ボ
ウ
リ

ン
グ
協
会
事
務
局　
松ま

つ
も
と元

☎（
５
８
１
）０
１
２
２

F（
５
８
５
）５
５
９
８

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
け
て

５
歳
児
か
ら
小
学
３
年
生
対
象

夏
の
跳
び
箱
教
室

　
跳
び
箱
は
、
恐
怖
心
と
の
戦
い
で

あ
り
、
そ
れ
を
克
服
す
る
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

　
恐
怖
心
に
打
ち
勝
ち
、
跳
び
箱
運

子
育
て  Parenting
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

ヘ
ル
ス
リ
ー
ダ
ー
と

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験（
申
し
込
み
不
要
）

　
運
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
ヘ
ル

ス
リ
ー
ダ
ー
と
共
に
、
カ
ロ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
氷
上
で
な
く

室
内
で
手
軽
に
カ
ー
リ
ン
グ
が
で
き

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
運
動
が
で
き
る
服
装
と
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。　

日
時　
７
月
18
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付
：
午
前

９
時
45
分
〜
）

集
合
場
所　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
前

持
っ
て
く
る
も
の　
上
靴
、タ
オ
ル
、

飲
み
物

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

健
康
増
進
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

ナ
ギ
の
木
苑

60
歳
以
上
対
象

体
力
測
定

　
立
ち
上
が
る
、
歩
く
な
ど
の
日
常

生
活
に
必
要
な
動
作
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
は
、
足
腰
の

筋
力
低
下
が
原
因
の
一
つ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
体
力
測
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
効

果
的
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
が
、
施
設
利
用

料（
１
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
市
民

日
時　
７
月
26
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
１

人
当
た
り
の
測
定
時
間
は
30
分
）

場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
ナ
ギ
の

木
苑

内
容

▽
体
力
測
定（
柔
軟
性
・
バ
ラ
ン
ス

テ
ス
ト
・
筋
力
測
定
な
ど
）

▽
ロ
コ
モ
度
チ
ェ
ッ
ク（
立
ち
上
が

り
脚
力
測
定
な
ど
）

▽
結
果
説
明（
運
動
指
導
士
に
よ
る

助
言
・
効
果
的
な
軽
体
操
な
ど
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ナ
ギ
の
木

苑
☎（
５
９
５
）０
５
１
３（
F
兼
用
）

筑
紫
歯
科
医
師
会

８
０
２
０
運
動

80
歳
以
上
歯
科
健
診（
無
料
）

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
筑
紫

野
市
、
太
宰
府
市
、
那
珂
川
町
の

い
ず
れ
か
に
居
住
し
、
80
歳
以
上

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）で
自

分
の
歯
が
20
本
以
上
残
っ
て
い
る

人
※
該
当
す
る
人
に
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

期
間　
７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

※
各
歯
科
医
院
の
診
療
時
間
内
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
筑
紫
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯

科
医
院

※
健
診
の
結
果
、
口
内
の
健
康
状
態

が
特
に
優
良
と
判
断
し
た
場
合
、

筑
紫
地
区
か
ら
上
位
２
人
を「
高

齢
者
よ
い
歯
の
表
彰
」対
象
者
と

し
て
、
県
歯
科
医
師
会
へ
推
薦
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
歯
科
医
師
会

☎（
５
７
２
）８
２
１
１

F（
５
７
２
）６
２
４
２

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
食
事

子
ど
も
の
食
事
な
ど

食
生
活
に
関
す
る
栄
養
相
談（
無
料
）

　

管
理
栄
養
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

※
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

日
時　
７
月
17
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の
う

ち
１
時
間
程
度

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
会
議

室
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

夏
休
み
企
画　

見
て
知
っ
て
作
っ
て
楽
し
む
リ
サ
イ
ク
ル

　
家
庭
か
ら
出
た
燃
え
な
い
ご
み
の

リ
サ
イ
ク
ル
方
法
の
説
明
や
工
場
内

の
見
学
を
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
工
場
に
持
ち
込
ま
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
銅
線
、
金
属
類
な

ど
の
廃
材
を
生
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
作
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た
題

材
は
な
く
、
思
い
思
い
に
作
り
た
い

も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
職
員
と

一
緒
に
作
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

し
て
い
る
小
学
生

○
１
コ
ー
ス（
１
〜
３
年
生
）

　
日
程

　
▽
Ａ
：
７
月
23
日
㈪

　
▽
Ｂ
：
７
月
24
日
㈫

　
定
員　
各
10
人

○
２
コ
ー
ス（
４
〜
６
年
生
）

　
日
程　
７
月
26
日
㈭

　
定
員　
20
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
コ
ー
ス
別

に
抽
選
を
行
い
、
結
果
を
は
が
き

で
通
知
し
ま
す
。

時
間　
午
前
９
時
〜
正
午　
　
　
　

場
所　

▽
見
学
：
同
プ
ラ
ザ
工
場

▽
講
座
：
同
プ
ラ
ザ
事
務
棟
２
階
研

修
室

参
加
費　

１
人
当
た
り
５
０
０
円

（
材
料
代
）

申
込
方
法　
７
月
13
日
㈮
の
午
後
５

時
ま
で
に
、
は
が
き（
当
日
消
印

有
効
）、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
該
当
す
る
コ

ー
ス（
１
－
Ａ
・
１
－
Ｂ
ま
た
は

２
）、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
学
年
、

保
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
１
世
帯
１
枚
の
申

し
込
み（
連
名
で
申
し
込
ん
で
も
、

コ
ー
ス
別
で
当
選
と
落
選
の
場
合

有
）

※
申
し
込
み
の
時
点
で
、
保
護
者
の

了
解
を
得
て
い
る
も
の
と
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
春
日
大
野

城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
〒
816
－

０
８
１
１
春
日
公
園
６
－
２
）

☎（
５
９
６
）７
０
６
６

F（
５
９
５
）４
１
４
０

korplaza@
csf.ne.jp

環
境  Environm

ent

健
康  Health
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困ったときは消費生活センターへ
☎（584）1155（直通）
相談日　毎週月〜金曜日
時　間　午前10時〜午後0時15分
　　　　午後1時〜4時
場　所　春日市消費生活センター
　　　　（光町1ｰ73）
※相談は無料です。

「無料」にだまされないで
高額な契約を

させられることも

　エステティックなど、「今だけ無料
で体験できる」などと声を掛けられ、
実際に行ってみると、高額なコース
などを強引に契約させられることが
あります。

事例
　街頭で声を掛けられ、軽い気持ち
でエステティックの無料体験に行った
ところ、体験後に販売員４人に囲ま
れて高額なコース契約などを勧めら
れた。断りきれずに、総額50万円の
クレジット契約を結んでしまった。
　契約の際、「一旦帰って検討したい」
と言っても帰らせてくれず、契約書
に記載する年収を実際よりも多く書
くように誘導されるなど、不審な点
もあった。
　解約したいが、どうすればよいか。

対処のポイント
　エステティックに関する契約は、長
期間で高額になりがちです。説明や
料金に納得できず、少しでも不安を
感じたら、その場で契約してはいけ
ません。
　今回のような事例の場合、クーリ
ング・オフ制度を活用することで、
契約を解除することができます。
　クーリング・オフ制度の適用期間
は８日間です。ただし、強引な契約
や契約の書面を受け取っていない場
合などは、８日間が過ぎてもクーリン
グ・オフができる場合があります。　
　
　困ったときは、消費生活センター
に相談してください。

親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
な
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
講
座

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
プ
ラ
ン
タ
ー
を

作
り
、
野
菜
の
種
を
ま
き
、
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　

肥
料
は
生
ご
み
を
堆
肥
に
し
た

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
堆
肥
」を

使
用
し
、
資
源
の
循
環
に
つ
い
て
も

学
び
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
堆
肥
で

育
て
た
野
菜
も
試
食
し
ま
す
。

　
野
菜
が
成
長
す
る
様
子
を
観
察
し

ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　
７
月
25
日
㈬

　
午
前
10
時
15
分
〜
午
後
１
時

場
所　
ス
プ
リ
ン
グ
食
堂「
環わ

」（
下

白
水
南
６
－
１
９
０
）

参
加
費　
1
人
２
５
０
円（
試
食
会

材
料
費
）

定
員　
10
組
20
人（
申
込
先
着
順)

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル（
２
リ
ッ
ト
ル
の
四

角
柱
型
）、
カ
ッ
タ
ー
、
は
さ
み

申
込
方
法　
７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
ご

み
減
量
担
当

☎（
５
８
４)

１
１
５
７

F（
５
８
４)

１
１
４
７

gom
igen@city.kasuga.fukuoka.

jp筑
後
川
に
つ
い
て
学
ぶ

あ
り
が
と
う「
水
」　

ふ
れ
あ
い
交
流
会（
無
料
）

　
日
頃
恩
恵
を
受
け
て
い
る
筑
後
川

に
つ
い
て
学
び
、
理
解
を
深
め
る
た

め
、
筑
後
川
流
域
に
住
む
大
分
県
日

田
市
の
子
ど
も
た
ち
と
、
交
流
会
を

実
施
し
ま
す
。

※
昼
食
は
準
備
し
ま
す
。

対
象　

福
岡
都
市
圏
在
住
の
小
学

５
、６
年
生　

※
原
則
と
し
て
保
護
者
の
参
加
は
で

き
ま
せ
ん
。

日
時　
８
月
７
日
㈫

　
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
福
岡
市
役
所
集
合
解
散
）

場
所

▽
交
流
会　
福
岡
タ
ワ
ー

▽
施
設
見
学　
海
水
淡
水
化
セ
ン
タ

ー（
ま
み
ず
ピ
ア
）、
マ
リ
ン
ワ
ー

ル
ド
海
の
中
道

定
員　
40
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法　
７
月
20
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
応
募
者

全
員
分
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
性

別
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番

号（
緊
急
連
絡
先
）、
学
校
名
、
学

年
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
都
市

圏
広
域
行
政
事
業
組
合
事
務
局

　
（
〒
810
－
８
６
２
０
福
岡
市
中
央

区
天
神
１
－
８
－
１
福
岡
市
役
所

６
階
）

☎（
７
３
３
）５
０
０
４

F（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.

ne.jp

夏
休
み
親
子
イ
ベ
ン
ト

川
の
中
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

親
子
水
辺
教
室（
参
加
無
料
）

　
牛う

し
く
び頸
川
に
入
っ
て
、
川
の
中
に
い

る
生
物
を
観
察
し
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

日
時　
７
月
21
日
㈯（
少
雨
決
行
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所　
牛
頸
川
、
春
日
野
小
学
校
体

育
館

定
員　
15
組
30
人
程
度（
申
込
先
着

順
）

申
込
方
法　
７
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
参
加
者
全
員

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１（
代
）

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo@
city.kasuga.fukuoka.

jp
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場
所
と
し

て
、
ロ
ッ

カ
ー
、
倉

庫
内
ス
ペ

ー
ス
を
利

用
で
き
ま

す
。
印
刷

機
・
コ
ピ

ー
機
、
白

黒
の
印
刷

機
、
カ
ラ

ー
コ
ピ
ー
機
が
あ
り
、
デ
ー
タ
が
あ
れ

ば
プ
リ
ン
タ
ー
と
し
て
も
利
用
で
き
ま

す
。

　
無
料
施
設
に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
打
ち

合
わ
せ
が
で
き
る
交
流
サ
ロ
ン
や
情
報

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
共
用
給
湯
室

も
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
、
講
座
を
始
め
る
に
あ
た
っ

て
の
相
談
を
受
け
た
り
、
チ
ラ
シ
作
成
、

受
け
付
け
代
行
な
ど
の
手
伝
い
を
行
っ

た
り
も
し
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
よ
い
を
利
用

す
る
場
合
は
、
須
玖
線
ま
た
は
桜
ヶ
丘

線
の「
須
玖
北
５
丁
目
ぶ
ど
う
の
庭
入

口
」バ
ス
停
か
ら
徒
歩
３
分
で
す
。

施
設
利
用
案
内

　
「
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・

ぶ
ど
う
の
庭
」は
、「
誰
も
が
主
役
と
な

り
、
話
し
合
い
、
連
携
し
合
い
、
学
び

を
循
環
す
る
こ
と
で
成
長
す
る
社
会
の

実
現
」を
目
指
し
て
、
市
民
活
動
の
交

流
・
支
援
の
拠
点
と
し
て
、
市
民
の
手

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
ぶ
ど
う
の
庭
を
拠
点
に
活
動
を
広
げ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
貸
室
が
３
室
あ
り
、
１
室
20
〜
50
人

の
利
用
が
で
き
ま
す（
１
時
間
２
０
０

円
〜
）。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク
リ

ー
ン
セ
ッ
ト
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
調
理
室
、
２
階
多
機
能
ル
ー

ム
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

　
ブ
ー
ス
室
は
、
机
、
椅
子
、
ロ
ッ
カ

ー
を
備
え
、

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も

利
用
で
き
、

事
務
所
と

し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　

保
管
室

は
活
動
に

必
要
な
物

品
の
保
管

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

春
日
市
須
玖
北
５

ｰ

１
５
５

☎（
５
８
９
）３
３
８
８　
F（
５
８
９
）３
３
９
９

http://budounoniw
a.com

/

　
春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー・
ぶ
ど
う
の
庭
は
、志
を
持
っ
た
市
民
を
運
営
団
体
と
し

て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
の
活
動
な
ど
を

支
援
し
、春
日
の
ま
ち
づ
く
り
へ
と
つ
な
ぐ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▲交流サロン

▲ぶどうの庭外観

水
の
大
切
さ
を
知
ろ
う

夏
休
み
見
学
会

参
加
者
募
集（
無
料
）

　
水
の
大
切
さ
を
知
る
た
め
に
、
改

修
し
た
東
隈
浄
水
場（
那
珂
川
町
）

と
、
日
本
最
大
級
の
海
水
淡
水
化
セ

ン
タ
ー（
福
岡
市
東
区
）を
見
学
し
ま

す
。

対
象　
春
日
市
、
那
珂
川
町
に
住
む

小
学
４・
５・
６
年
生（
保
護
者
同

伴
）

日
時　
７
月
28
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

集
合
場
所
　
次
の
い
ず
れ
か（
駐
車

場
あ
り
）

①
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団（
原
町

２
－
30
－
２
）

　
午
前
９
時
集
合
、
午
後
３
時
30
分

解
散

②
東
隈
浄
水
場（
那
珂
川
町
東
隈
１

－
９
－
１
）

　
午
前
９
時
20
分
集
合
、
午
後
３
時

解
散

見
学
場
所　
東
隈
浄
水
場
、
海
水
淡

水
化
セ
ン
タ
ー（
ま
み
ず
ピ
ア
）

定
員　
40
人（
１
組
４
人
ま
で
、
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選

者
の
み
７
月
18
日
㈬
ま
で
に
通

知
）

持
っ
て
く
る
も
の　
昼
食
、
飲
み
物

申
込
方
法　
７
月
11
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
代
表
者

の
住
所
・
電
話
番
号
、
参
加
者
全

員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・

学
年
、
希
望
の
集
合
場
所
を
明
記

し
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
福
岡
地
区

水
道
企
業
団
総
務
課（
〒
815
－
０

　
０
３
１
福
岡
市
南
区
清
水
４
－
３

－
１　

☎（
５
５
２
）１
７
３
１

F（
５
５
２
）１
７
２
９

kouhou@
f-suiki.or.jp

法
テ
ラ
ス
福
岡

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談

日
時　
７
月
19
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所　
福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局（
筑

紫
野
市
二
日
市
中
央
５
－
14
－

７
）

定
員　
６
人（
申
込
先
着
順
）

※
相
談
時
間
は
、
１
人
30
分
以
内
で

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
予
約
す
る

※
一
定
の
収
入
を
超
え
な
い
人
を
対

象
と
す
る
た
め
、
予
約
の
際
に
収

入
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス

福
岡

☎
０
５
０（
３
３
８
３
）５
５
０
２

県
営
住
宅

入
居
者
募
集

ポ
イ
ン
ト
方
式

　
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

申
込
期
間　
７
月
12
日
㈭
〜
23
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
書
を
見
て

く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
書
は
、
申

込
期
間
中
の
み
市
役
所（
総
合
案

内
・
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ
ラ

ザ
に
設
置
し
ま
す
。
数
量
が
な
く

な
り
次
第
、配
布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

募
集  Recruitm

ent

相
談  C

onsultation
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不
安
や
悩
み
を
相
談
し
ま
せ
ん
か

若
年
性
認
知
症
の
人
や
家
族

交
流
・
情
報
交
換
会（
無
料
）

日
時　
７
月
21
日
㈯

　
午
後
１
時
〜
３
時

場
所　
福
岡
市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
６

階
・
６
０
１
号（
福
岡
市
中
央
区

荒
戸
３
－
３
－
39
）

対
象　

若
年
性
認
知
症
の
人
や
家

族
、
ま
た
は
そ
の
支
援
者

定
員　
50
人（
若
年
性
認
知
症
の
人

と
そ
の
家
族
優
先
）

※
参
加
で
き
な
い
場
合
は
連
絡
し
ま

す
。

申
込
方
法　
７
月
20
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
郵

便
の
い
ず
れ
か
で
氏
名
、
電
話
番

号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
若
年
性
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
〒
810

－
０
０
６
２
福
岡
市
中
央
区
荒
戸

３
－
３
－
39　
福
岡
市
市
民
福
祉

プ
ラ
ザ
４
階
公
益
社
団
法
人
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
福
岡
県
支

部
）

☎（
５
７
４
）０
１
９
６　

F（
５
７
４
）０
１
９
０

一
人
親
家
庭
の
学
習
支
援（
無
料
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
勉
強
し
よ
う

児
童
生
徒
募
集

　
大
学
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

対
象　
一
人
親
家
庭
の
小
中
学
生

日
程　
毎
週
水
曜
日

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー（
昇

町
３
－
１
０
１
）

内
容　
学
校
の
授
業
の
補
習
や
進
学

相
談
な
ど

※
教
室
ま
で
の
送
迎
は
保
護
者
が
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会

☎（
５
８
４
）３
９
２
２

F（
５
８
４
）３
９
２
３

http://fukuoka-kenboren.
jp/

支
援
し
ま
す

就
職
に
有
利
な
資
格
取
得

ひ
と
り
親
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金

　
申
請
す
る
に
は
、
事
前
の
相
談
が

必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て

い
る
一
人
親
家
庭
の
母
ま
た
は
父

〇
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
対
象　
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介

護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理
学
療

法
士
、作
業
療
法
士
、調
理
師
、

製
菓
衛
生
師
な
ど
の
養
成
機
関

で
１
年
以
上
修
業
す
る
人

　
給
付
金
の
内
容

　
▽
職
業
訓
練
給
付
金（
申
請
月
か

ら
支
給
）

　
　
支
給
期
間　
全
修
業
期
間（
上

限
３
年
）

　
　
※
４
月
１
日
か
ら
、
准
看
護
師

養
成
機
関
を
修
了
す
る
人
が

引
き
続
き
看
護
師
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
養
成
機
関

で
修
業
す
る
場
合
も
支
給
対

象
に
な
り
ま
し
た（
通
算
し

て
上
限
36
カ
月
）。

　
　
支
給
額（
月
額
）

　
　
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
：
10
万

円

　
　
・
市
民
税
課
税
世
帯
：
７
万
５

　
　
　
０
０
円

　
▽
修
了
支
援
給
付
金

　
　
支
給
額

　
　
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
：
５
万

円

　
　
・
市
民
税
課
税
世
帯
：
２
万
５

　
　
　
０
０
０
円

〇
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
対
象　
就
職
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
高
い
講
座（
雇
用
保
険
制
度

の
教
育
訓
練
給
付
の
指
定
教
育

訓
練
講
座
の
う
ち
、
市
の
事
前

指
定
を
受
け
た
講
座
）を
受
講

す
る
人

　
支
給
額

　
①
雇
用
保
険
法
に
よ
る
一
般
教
育

訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が
な

い
人
：
講
座
受
講
料（
入
学
金
、

授
業
料
）の
６
割
相
当
額（
上
限

20
万
円
。
た
だ
し
、
６
割
相
当

額
が
１
万
２
０
０
０
円
以
下
の

場
合
は
不
支
給
）

　
②
雇
用
保
険
法
に
よ
る
一
般
教
育

訓
練
給
付
金
の
受
給
資
格
が
あ

る
人
：
①
か
ら
雇
用
保
険
法
の

一
般
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給

額（
費
用
の
２
割
、
上
限
10
万

円
）を
差
し
引
い
た
額

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
母
子
児
童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
１
５

講
座
の
受
講
費
を
助
成
し
ま
す

一
人
親
家
庭
の
高
校
卒
業
程
度

認
定
試
験
合
格
支
援

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
の

合
格
を
目
指
す
講
座
を
受
講
す
る
人

に
、受
講
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
受
講
の
申
し
込
み
前
に
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て

い
る
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
お
よ

び
そ
の
子

支
給
額

▽
受
講
修
了
時
給
付
金

　
入
学
金
、
受
講
料
の
２
割
相
当
額

（
上
限
10
万
円
。
た
だ
し
、
２
割

相
当
額
が
４
０
０
０
円
以
下
の
場

合
は
不
支
給
）

▽
合
格
時
給
付
金

　
入
学
金
、
受
講
料
の
４
割
相
当
額

（
受
講
修
了
時
給
付
金
の
支
給
を
受

け
た
人
が
、
受
講
修
了
日
か
ら
起
算

し
て
２
年
以
内
に
高
卒
認
定
試
験
に

全
科
目
合
格
し
た
場
合
に
支
給
）

※
受
講
修
了
時
給
付
金
と
合
格
時
給

付
金
の
合
計
で
15
万
円
が
上
限
で

す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
母
子
児
童
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
１
５

福
祉  W

elfare
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ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

一
人
親
の
た
め
の

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修（
通
信
制
）

　
一
人
親
家
庭
の
母
、
父
ま
た
は
寡

婦
で
、
ヘ
ル
パ
ー
２
級
ま
た
は
介
護

職
員
初
任
者
研
修
の
修
了
者
が
対
象

で
す
。

　
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
前
ま
で
の
レ

ポ
ー
ト
提
出
と
、
10
日
間
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ（
教
室
で
の
講
習
）が
必
要
で

す
。

　

託
児（
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
、

要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

○
ス
ク
ー
リ
ン
グ

　
期
間　
10
月
20
日
㈯
〜
12
月
22
日

㈯
の
土
曜
日（
全
10
回
） 

　
※
遅
刻
や
欠
席
が
あ
っ
た
と
き
は

資
格
が
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時

　
場
所　
ウ
ィ
ズ
イ
ン
タ
ー
ン
ス
ク

ー
ル
教
室（
福
岡
市
中
央
区
薬

院
３
－
３
－
５
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
ビ

ル
４
階
）

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
の
一
部

と
し
て
１
万
円
の
自
己
負
担
あ
り
）

定
員　
12
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

書
類
選
考
、
申
込
少
数
の
場
合
は

中
止
の
可
能
性
あ
り
）

申
込
方
法　
７
月
18
日
㈬（
必
着)

ま

で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
便
で
申

込
書
を
送
る

※
申
込
書
は
、
こ
ど
も
未
来
課（
市

役
所
２
階
）、
県
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
社
会
福
祉
課
、
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://fukuoka-kenboren.
jp/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
ひ
と
り
親

　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
〒
816
－
０

　
８
０
４
原
町
３
－
１
－
７
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
受
け
箱
11
号)

☎︎（
５
８
４
）３
９
３
１

F（
５
８
４
）３
９
２
３

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
対
象

試
験
の
出
題
と
問
題
の
ポ
イ
ン
ト
が
学
べ
る

商
業
簿
記（
３
級
）講
座

　
仕
訳
・
記
帳
か
ら
決
算
ま
で
の
実

務
的
な
内
容
の
指
導
と
、
日
商
簿
記

３
級
検
定
試
験
の
出
題
傾
向
や
問
題

の
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
ま
す
。

期
間　
８
月
17
日
〜
11
月
９
日
の
原

則
と
し
て
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

（
全
28
回
）

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　
大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野

城
市
曙
町
２
－
３
－
１
）

定
員　
30
人（
申
込
先
着
順
）

受
講
料　
２
万
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
を
含
む
）

※
受
講
料
の
納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ　

ル
に
つ
い
て
は
、
返
金
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
方
法　
７
月
25
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

※
参
加
人
数
が
定
員
に
満
た
な
い
場

合
、中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
筑
紫
地
区

商
工
会
職
業
訓
練
会（
大
野
城
市

商
工
会
館
内
）

☎（
５
８
１
）３
４
１
２

F（
５
８
１
）３
７
０
３

応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
せ
ん
か

春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消
防
署

救
命
講
習（
無
料
）

　
人
工
呼
吸
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）、
そ
の
他

の
応
急
処
置
を
身
に
付
け
ま
す
。

※
筆
記
・
実
技
試
験
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
春
日
市
、
大
野
城
市
、
那
珂

川
町
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す
る

中
学
生
以
上
の
人

日
時　
８
月
19
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
45
分　

場
所　
春
日
・
大
野
城
・
那
珂
川
消

防
本
部（
春
日
２
－
２
－
１
）

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　
40
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
８
月
16
日
㈭
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
消
防
署

警
防
課
救
急
情
報
係

☎（
５
８
４
）１
１
９
０

F（
５
８
４
）１
２
４
０

（
公
財
）福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

介
護
業
務
の
知
識
を
身
に
付
け
よ
う

介
護
職
員
初
任
者
研
修

対
象　
介
護
業
務
に
従
事
し
よ
う
と

す
る
人
、
ま
た
は
従
事
し
て
い
る

人
※
市
で
の
受
け
付
け
は
、
市
に
居
住

し
、
住
民
票
が
あ
る
人
に
限
り
ま

す
。

期
間　
９
月
15
日
㈯
〜
平
成
31
年
３

月
16
日
㈯
の
う
ち
、
指
定
さ
れ
た

土
曜
日（
全
25
日
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
内

容
に
よ
り
若
干
の
変
更
あ
り
）

場
所　
大
博
多
ビ
ル（
福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
前
２
－
20
－
１
）

受
講
料　
２
万
円

定
員　
８
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申
込
方
法　
８
月
22
日
㈬
ま
で
に
、

高
齢
課
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項（
印
鑑
が
必
要
）を

記
入
し
、
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
課
指

定
指
導
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）３
０
９
０

子
育
て
夫
婦
の
た
め
の

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
講
座（
第
２
回
）

夫
婦
会
議
の
始
め
方
講
座（
無
料
）

　
夫
婦
の
対
話（
夫
婦
会
議
）を
ス
ム

ー
ズ
に
始
め
て
い
く
た
め
に
必
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
、
８
回
の
講
座
で
じ
っ

く
り
学
び
ま
す
。
今
回
の
み
の
受
講

も
で
き
ま
す
。

　
託
児（
生
後
５
カ
月
〜
４
歳
、
１

人
３
０
０
円
、
先
着
６
人
、
７
月
20

日
㈮
ま
で
に
要
申
し
込
み
）も
あ
り

ま
す
。

日
時　
７
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
じ

ょ
な
さ
ん

講
師　
長な

が
ひ
ろ廣
百ゆ

り

こ
合
子
さ
ん
・
遥よ

う

さ
ん

（
夫
婦
会
議
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、ロ
ジ

ス
タ
㈱
共
同
代
表
）

定
員　
50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

　
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
ん
で

い
る
市
町
村
名
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
託
児
の
有
無
を
伝
え

る
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
じ
ょ
な
さ
ん

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

講
演
・
講
座  Lecture
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情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス 情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

市民図書館から 市民図書館（大谷6-24）　☎（584）4646 F（584）3900
　 http://www.library-city-kasuga-fukuoka.jp/
開館時間　㈫～㈭・㈰：午前9時～午後7時
　　　　　　　㈮・㈯：午前9時～午後8時 図書館を

もっと身近に
暮らしのなかに

夏の行楽といえば、海水浴を真っ先に思い浮かべる人も多いので
はないでしょうか。今ではレジャーとして定着した海水浴ですが、
明治中頃までは民間療法の一つだったことや、大正時代には男女の
混浴が禁止だったことをご存知ですか。夏の風物詩の知られざる文
化史です。

『海水浴と日本人』
畔
くろ

柳
やなぎ

昭
あき

雄
お

／著　中央公論新社　492.5ク【棚56】

『海のふた』
よしもとばなな／著　ロッキング・オン　Fヨシ【棚51】

『美しい貝殻』
奥
おくたに

谷喬
たか

司
し

／監修　学研教育出版　484ウ【棚56】

　7月16日は、「海の日」です。「海」と聞くと、真っ青な海と真っ白な入道雲や、海辺で遊んだ
楽しい夏休みを思い出します。大人になると夏の外出がおっくうになりがち。そんなときは、
本の世界で夏を楽しんでみませんか。新しい発見があるかもしれません。

サブタイトルは「海辺で見つかる『小さな宝もの』ガイド」。宝石の
ような貝殻の写真は眺めているだけでもうっとりしますが、不思議
な形や色鮮やかな貝殻が日本の浜辺でも採取できると知って驚くは
ずです。さらに、貝にまつわる古今東西の豆知識も収録。コンパク
トながら、大人も子どももわくわくさせてくれる本です。

今年も泳がせてくれてありがとう。今年もこの海があってくれて、
ありがとう。実家に帰った「私」は、さびれてしまった故郷で、大好
きなカキ氷の店を開店します。著者の第２の故郷と言える西伊豆・
土肥が舞台の、海辺に住んでみたくなるような一冊です。版画家・
名

な か

嘉睦
ぼ く ね ん

稔とのコラボレーションも素敵。

参加者募集！
「朝活」
　ラジオ体操、配架（図書館に返
却された本を元の場所に戻す作
業）、書架整理（本棚の整理）など
を行います。
対象　小学生以上（小学生は保護

者同伴）
日 程　7月24日 ㈫ 〜8月17日 ㈮

の平日開館日※期間中、10日
程度参加してください。

時間　午前9時〜10時
申込方法　7月22日㈰までに、電

話か窓口で申し込む

「図書館探検隊」
　本の貸し出しなど、図書館の仕
事を体験できます。
対象　市内に居住する小学3〜6

年生
日程　7月25日㈬、8月2日㈭、9

日㈭、16日㈭、23日㈭のいず
れか1日

時間　午前9時〜正午
定員　各6人（申込先着順）
申込方法　7月1日㈰以降に、市

民図書館にある申込用紙に記入
し、窓口に提出する（電話、ファ
ックスでの申し込み不可）

〜海へ行こう〜

学
び
ま
せ
ん
か

日
本
語
の
教
え
方

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
無
料
）

　
託
児（
生
後
５
カ
月
以
上
、
１
人

１
回
に
つ
き
５
０
０
円
、先
着
５
人
、

要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
下
で
、
で
き
る
だ
け

受
講
す
る
講
座
の
全
て
の
日
程
に

参
加
で
き
る
人

日
程
・
時
間

①
基
礎
講
座

　
日
程　
８
月
30
日
㈭
、
９
月
20
日

㈭
、
10
月
４
日
㈭（
全
３
回
）

　
時
間　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

②
初
級
講
座

　
日
程　
９
月
４
日
㈫
、
11
日
㈫
、

25
日
㈫
、
10
月
２
日
㈭
、
16
日

㈫（
全
５
回
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

③
中
級
講
座

　
日
程　
11
月
20
日
㈫
、
平
成
31
年

２
月
19
日
㈫（
全
２
回
）

　
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町

３
－
１
－
７
）

定
員　
各
20
人（
申
込
先
着
順
）

講
師

①
松ま

つ
う
ら浦
蘭ら

ん

子こ

さ
ん（
か
す
が
・
に
ほ

ん
ご
ひ
ろ
ば
日
本
語
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
）

②
・
③
深ふ

か

江え

新し
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
多
文
化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

代
表
）

申
込
方
法　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
希

望
す
る
講
座
、氏
名
、電
話
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
託
児
の
有

無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
か
す
が
・

に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
代
表　
古ふ

る
か
わ川

☎
０
８
０（
６
４
４
１
）０
７
６
３

fk.kasuga.nihongo@
gm

ail.
com

お
わ
び
と
訂
正

　

６
月
15
日
号
15
ペ
ー
ジ
掲
載
の

「
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か　

小
・
中
学

校
就
学
援
助
申
請
」の
記
事
中
、
平

成
30
年
度
の
認
定
基
準
額
の（
*1
）に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次

の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

（
*1
）人
数
は
、
平
成
14
年
１
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　
学
校
教
育
課
学
校

保
健
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
２
９

F（
５
８
４
）１
１
５
３
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　児童センターは、18歳未満であれば誰でも利用できます（未就学児は保護者同伴）。室内遊具や運動遊具の貸
し出しがあり、行事がないときでも、いろいろな遊具で遊べます。また、たまには育児から解放されてリフレッシュ
したいという保護者を対象とした、託児付きの行事もあります。

あそぼ～
開館時間

午前10時～午後5時
児童センター

7月の
行事予定表

▶︎ の行事は、幼児も参加可（保護者同伴）　▶︎表中の金額は参加費など　▶︎ は申し込みが必要（7月1日㈰午
前10時以降に申し込み。受付／午後6時まで。電話可・小学生以上は原則として本人申し込み）
▶︎申し込みは1人1行事まで　▶︎天候により、中止または変更の場合あり（事前に要問い合わせ）

子育て広場
未就学児と
保護者対象。
友達づくり、子
育て情報などの
交換の場。

ヨチヨチ広場
（0〜1歳児向け）

▶須玖：11日㈬、12日㈭
▶光町：4日㈬、5日㈭

▶毛勝：6日㈮、18日㈬
▶白水：4日㈬、5日㈭、13日㈮

午前11時〜
11時40分

親子サロン
（1〜3歳児向け）

▶須玖：ー
▶光町：11日㈬

▶毛勝：11日㈬
▶白水：6日㈮ 午前10時30分〜

（1時間程度）
ニコニコくらぶ
（2歳以上）

▶須玖：4日㈬、5日㈭
▶光町：6日㈮、13日㈮

▶毛勝：4日㈬、5日㈭
▶白水：10日㈫、11日㈬

今月の休館日

2日㈪、9日㈪
16日（月・祝）

17日㈫、23日㈪
24日㈫、30日㈪

大土居1-38
☎（581）5614　 F（581）5616毛勝児童センター須玖南2-120

☎（573）2431　 F（584）7739須玖児童センター

天神山1-213
☎（593）2777　 F（593）2801白水児童センター

1日（日） 幼児タイム（親子で体操）　午前10時15分〜11時
道場やぶり（ビンゴ大会）　午後2時〜3時

3日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　午前
10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム

6日（金） にこちゃん広場　午前11時40分〜正午
7日（土） 運動あそび（わくわくレクリエーション）　午後2時〜3時
8日（日）トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上

12日（木）
ニコニコ水遊び（２歳以上）　午前10時30分〜11時30分

（受付:午前10時15分〜）　先着30組　
※水着持参（オムツ、水遊び用オムツは不可）、雨天中止

14日（土） 幼児タイム（親子で体操）　午前10時30分〜11時
15日（日） けかつ広場（ミサンガを作ろう）　午後2時〜3時
18日（水） にこちゃん広場　午前11時40分〜正午
19日（木） おはなしだいすき　午前11時〜11時30分
21日（土）トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
22日（日） かんたんクッキング（夏のキラキラカップゼリー）

午前10時30分〜正午、12人、150円、
25日（水） 運動あそび（ドッジボール大会）　午後2時〜3時
26日（木） 宿題おたすけ隊　午前10時〜11時
29日（日） 作ってあそぼう（色砂アート）　午後2時〜3時、12人、  
31日（火） 宿題おたすけ隊　午前10時〜11時

1日（日）トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上
3日（火） こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）　午前

10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやかルーム
4日（水） ぴよちゃん広場　午前11時40分〜正午
５日（木） ぴよちゃん広場　午前11時40分〜正午
8日（日）トワイライトゾーンSP　午後5時〜7時、中学生以上

12日（木） おはなしな〜に？　午前11時〜11時30分
13日（金） ぴよちゃん広場　午前11時40分〜正午
14日（土） わんぱく広場（ビック風船バレー大会）　午後2時〜3時
15日（日） 道場やぶり（スリッパ卓球&ハリセン対決）　午後2時〜3時

19日（木）
ニコニコ水遊び（２歳以上）　午前10時30分〜11時30分

（受付:午前10時15分〜）　先着30組　
※水着持参（オムツ、水遊び用オムツは不可）、雨天中止

22日（日） おばけやしき　①午前10時15分〜11時45分　②午後
1時30分〜3時　※受付は各終了時間の１０分前まで

25日（水） わんぱく広場（みんなでぱくぱくカレーの日）　
午後1時〜2時

26日（木） 作ってわくわく（ダンボール貯金箱を作ろう）　
午後2時〜3時　※どちらか一日のみ参加27日（金）

29日（日）
わくわくクッキング（かんたんくるくる巻き寿司 ）　
午前10時15分〜正午、12人、100円、
トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

31日（火） わんぱく広場（小学生水遊び）　午後2時〜3時　
※濡れても良い服装で着替え持参、雨天中止

4日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分　
8日（日） 親子サロン　午後2時〜3時、対象：1〜3歳児

11日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分　

14日（土）
おまたせ!トランポリン　午前11時〜正午
おはなし広場　午後2時〜2時30分　

15日（日）
楽しいクッキング（スープぎょうざセット）　
午前10時15分〜正午、12人、130円、 　
親子であそぼう　午後3時〜3時20分

18日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分

19日（木）
ニコニコくらぶ（屋上で水遊び）　
午前10時30分〜11時30分（受付：午前10時20分〜）、
先着30組　※持ってくるものと雨天時は要問い合わせ

22日（日）トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上
25日（水） みんなDEあそぼ　午後4時〜4時20分　

26日（木） すぐリンピック（ドッヂビー大会）　
午後1時30分〜2時30分、定員なし、 、当日正午締切

光町2ｰ180ｰ4
☎（501）7014　 F（501）7033光町児童センター

3日（火）
こんにちは!!ニコヨチ児童センター（0〜3歳児向け）
午前10時30分〜正午、場所：いきいきプラザすこやか
ルーム

4日（水） おひさま広場　午前11時40分〜正午
５日（木） おひさま広場　午前11時40分〜正午
7日（土）トワイライトゾーン　午後5時〜6時、中学生以上

8日（日）
かんたん工作（キラキラ☆アロマボトル）
午前10時15分〜正午、先着20人
ワイワイ広場（職員と対決）　午後2時〜3時

12日（木）
ワイワイ幼児タイム（お水で遊ぼう！）　
午後1時15分〜2時30分（受付:午後1時〜）　
※着替え持参

14日（土） 遊びの出前！児童センター　午前10時30分〜11時30分、
場所：春日野小ときめきホール

15日（日） かんたんクッキング（白玉パフェ）　
午前10時15分〜正午、10人、150円、

19日（木） 楽しいおはなし会　午前11時〜11時30分

20日（金） ワイワイ広場（夏休みだよ！カレーパーティー）
午後1時〜2時　

25日（水）
おばけやしき　各150人　
①午前10時〜11時30分②午後1時30分〜3時　
※受付は各終了時刻の10分前まで

28日（土）トワイライトゾーンＳＰ　午後5時〜7時、中学生以上
29日（日） ワイワイ幼児タイム　午後3時〜3時30分

31日（火） ワイワイ広場（貯金箱をつくろう）
午後2時〜3時、先着30人
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さ
ん
ぽ
み
ち

春
日
市
史（
平
成
版
）編
さ
ん

　

平
成
は
31
年
４
月
30
日
ま

で
。
平
成
元
年
に
入
庁
し
た
私

に
と
っ
て
も
一
つ
の
時
代
の
終

わ
り
を
感
じ
ま
す
。
考
え
て
み

る
と
、
平
成
生
ま
れ
の
職
員
が

市
役
所
の
中
核
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
し
、「
平
成
も
遠
く
に

な
り
に
け
り
」と
言
わ
れ
る
と

き
が
そ
の
う
ち
訪
れ
る
で
し
ょ

う
が
▼
残
り
10
カ
月
の
間
、
平

成
を
振
り
返
る
報
道
や
催
し
も

盛
ん
に
行
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
ね
。
さ
て
、
春
日
市
で
も

「（
仮
）春
日
市
史（
平
成
版
）」の

編
さ
ん
に
取
り
組
み
ま
す
。
平

成
の
期
間
に
起
こ
っ
た
市
の
出

来
事
や
市
政
の
歩
み
を
ま
と
め

て
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
歴

史
的
な
責
務
を
担
っ
て
▼
身
近

な
と
こ
ろ
で
は
、
市
庁
舎
の
現

在
地
へ
の
移
転
、
記
憶
に
新
し

い
の
は
春
日
警
察
署
の
開
署
や

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

開
館
…
。
数
え
上
げ
れ
ば
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん（
本
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト「
春
日
の
歴
史
」参

照
）▼
完
成
は
平
成
34
年
、
否
、

２
０
２
２
年
３
月
を
目
指
し
て

い
ま
す
。　

                   

Ⓣ

誕生日お
おめでとう

9月生まれの
赤ちゃん募集（3歳まで）

写真の裏に赤ちゃんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、電話番号、市報かすが7月1日号の感想を書いて郵送する
か、Eメールで送ってください。Eメールはタイトルを「お誕生日おめでとう」に、写真ファイル名は赤ちゃんの名前にし
てください。8月1日㈬（当日消印有効）までの到着分から抽選で決定します。【送り先】市報かすが「お誕生日おめでとう」
係（〒816ｰ8501春日市役所） koho@city.kasuga.fukuoka.jp※写真は返却できません。

南
みなみ

 朝
あさ

陽
ひ

ちゃん
平成28年7月19日生

（星見ヶ丘）

松
まつえだ

枝 史
ふみあき

晃ちゃん
平成28年7月5日生

（小倉）

野
の

中
なか

 廉
れん

生
しょう

ちゃん
平成28年7月4日生

（日の出町）

大
おおだて

舘 由
ゆ い

依ちゃん
平成29年7月20日生

（惣利）

片
かたふち

渕 結
ゆい

愛
な

ちゃん
平成28年7月4日生

（春日公園）

石
いしかわ

川 琥
こ あ

亜ちゃん
平成28年7月14日生

（塚原台）

福
ふく

田
だ

 彩
あや

乃
の

ちゃん
平成29年7月21日生

（白水池）

大
おお

久
く ぼ

保 瑛
えい

翔
と

ちゃん
平成27年7月12日生

（若葉台西）

椛
かばしま

島 遙
はる

人
と

ちゃん
平成29年7月31日生

（須玖南）

川
かわさき

崎 銀
ぎん

ちゃん
平成29年7月15日生

（弥生）

7月31日は、火星が15年ぶりに大接近します。赤
く輝く火星を見てみませんか。詳しくはウェブサイト

（http://www.hoshinoyakata.com/）を見てく
ださい。観望会の参加は無料です。

上記以外の天体観察もできます。昼間は太陽などを観察できます。
なお、天候などの理由により内容が変更となる場合があります。

【イベント情報】※申し込みが必要です。詳しくは、問い合わせるか、ウェブサ
イトを見てください（材料費実費）。

▽太陽スライム工作　7月8日㈰・22日㈰　午後3時～4時30分

▽星座かみしばい（しし座）　7月21日㈯　午後2時30分～3時

『7月31日㈫ 特別開館します』

開館日時／毎週金～日曜日  午後2時～9時30分
申込・問い合わせ先／白水大池公園星の館
☎️（558）9099 （閉館日は星の館管理会社に転送されます） 
F（558）9023   starpalace@skyblue.ocn.ne.jp

期　日 時　間 内　容
6月29日㈮〜7月1日㈰

午後
7時30分

〜

9時30分

七夕
6日㈮〜8日㈰ 七夕＆おまたせ土星

13日㈮〜15日㈰ 星博士セレクション
20日㈮〜22日㈰ 夏の大三角をさがそう
27日㈮〜29日㈰ 火星の大接近をみよう

31日㈫ 午後８時〜１０時 火曜に火星の最接近
■春日市総合情報メール
防犯・防災情報や子育て情報、健康情報など11分
野の行政情報を携帯電話などにメール配信する
サービスです。

広報ツイッター ………………@kasuga_PR
防災ツイッター ………………@kasuga_bousai
環境課ツイッター ……………@kasuga_kankyo
納税課ツイッター ……………@kasuga_nouzei
採用ツイッター ………………@kasuga_saiyo

環境課インスタグラム ………@kasuga_kankyo

（
平
成
30
年
５
月
末
現
在
）

市
の
人
口

●総人口
 113,247人（前月   −30）
女58,341人（前月  −47）
男54,906人（前月  +17）

●世帯数
48,668世帯（前月+30）

●増　転入 471人
　　　出生 74人
　　　その他 4人
●減　転出 484人
　　　死亡 72人
　　　その他 23人

議会フェイスブック
納税課フェイスブック
男女共同参画センターじょなさんフェイスブック

SNSもチェック
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ク
タ
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あ
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ゃ
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この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。kasuga_bousai
春日市防災ツイッターやっています（情報発信のみ）

市
報

 か
す

が

かすがの
さすが

初
め
て
の
個
展
を
成
功
さ
せ
た

若わ
か
ま
つ松 

久く

み

こ
美
子 

さ
ん（
須
玖
南
・
29
歳
）

　
天
神
の
カ
レ
ー
専
門
店
に
週
６
日
勤
務
す
る
若
松
さ
ん
の
趣
味
は
絵
を

描
く
こ
と
。
こ
れ
ま
で
に
書
き
た
め
た
21
作
品
を
携
え
、
家
族
の
協
力
の

下
、
今
年
２
月
に
初
め
て
の
個
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
友
人

や
離
れ
て
住
む
兄
な
ど
多
く
の
人
が
駆
け
つ
け
、
ま
た
作
品
の
絵
は
が
き

な
ど
も
売
れ
た
そ
う
。
若
松
さ
ん
も「
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」と
振
り
返

り
ま
す
。

　
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
た
き
っ
か
け
は
、春
日
中
学
校
２
年
生
の
と
き
。

黒
板
に
描
い
た
絵
を
見
た
先
生
が
、
障
が
い
者
向
け
の
教
室
を
勧
め
て
く

れ
ま
し
た
。
指
導
者
の
松ま

つ
ざ
わ澤
佐さ

わ

こ
和
子
先
生
と
相
談
し
な
が
ら
、
花
や
動
物

を
テ
ー
マ
に
作
品
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。　

　
絵
画
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
楽
し
い
と
思
う
か
、
と
の
質
問
に
は
な
か
な

か
答
え
が
出
な
い
若
松

さ
ん
。
む
し
ろ
、
難
し

い
と
思
う
こ
と
の
方
が

多
い
そ
う
で
す
。

　
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
テ
ー
マ
は「
バ
ラ
」。

バ
ラ
は
薄
い
花
び
ら
が

重
な
っ
て
い
る
た
め
、

何
度
描
い
て
も
満
足
で

き
ず
、
書
き
直
し
て
ば

か
り
だ
そ
う
。
い
つ
か
、

満
足
い
く
作
品
が
完
成

し
た
と
き
に
は
、
２
回

目
の
個
展
が
開
か
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

▲自宅で作品を披露する若松さん
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